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"気象要覧に月々掲載される有感無感d地震は全国各地親測所刀報告に基き作製せら

れたる全園地震調査原簿:と£り其の震央を決定されるものであるが，ー其乃際観測狩科:

が不足の矯めどうしても震央を決定し難いものがある。例へば全闘の親担.lJf9i"中僅か

2，3ヶ所の観測があるのみで， 而も護震時以外:とは初動も初期徴勤時間も全く会nれて

をちγ 僅に穂震勤時問。み知れて居るといふ様な地震で決して近地々震とは忠はれ

ない地震が月々致問はあるのである o 併し月々 ~[t L"、教に上るー近地々震の矯め之等震

央も筒皐，に知れ兼ねる小遠地々震は自然:後廻しにされ，、今定一之Jて訴する空般的な調査;

といふ様なものも矯され尤ゐなかったo筆者は験測事務Dーとして新刀如き地震の説

査に着手し，先づ昭和 10年 1ヶ年の材料により調査を行ったが，其:つ結果か L る小

遠地々震は我図の如何なる観測所に於ても観測されるものではなくて，主ーとして或る

限られた比較的少数の観測所に於てのみ額測されるものでもることを統計的数字を以ー

て確かめることが出来たD 筆者は此の原因に就き種々の方面より考究と吟味を行ひ，

結局此の現象は丁度近地々震に於ける異常震域の護生と同様のものであって，之等ο

比較的少数の観測所の存在する地方が遠地々震に封する異常震域地方と云モ》得δζ 亙-

を推論ずることが出来た 0'

緒言 我閣の特定せる地方が近地々震特に深護地震にき~f し異常に人身感.

受を生す=る現象は所謂異常震域なる名稽を以て屡々研究の封象と友り，閤富，

和ぎ了石mAL5の調査を経て共の真相も弐第に簡明するピ至ったが，類似の現

象が遠地々震に於ても観測されるととに就ては日常観測に従事する者の他p 一
般には注意されなかった所である O 印ち我閣の或地方は遠地k震に釣ι他の地主

方に比して特に敏感であって，我園各地観羽抑測測IJ開所の殆ど凡γてCに観誤測1ι得.え危主かつたf

様な4小、遠地々震が屡々

(1り) 図宮信一;リレ-地震の存在と異常震域に就て，気象集詑誌、 6，、4.

(2)'利達清夫;深海・地震，気象集誌 6;1. Shallow and deèp~eal'thqωk凶，中央気象?
F 蓋欧文棄報足並.二

(3) 石川高見;異常震域に就て，気象集誌 4，6. 日本海の地震に就:C...';気象集誌、，，6，，3・…

(4) 有!.'.t育英;'.異常E聖域?(第子翼)正!験実時報7・ P ・.. 

(ι2，.3)) 



結果より明らかにせられたる所によれば之等特定の地方とは，追分p 長野，名

古屋，甲府?前橋等に依って代表される主とじて本州中部の地方と，繭島，長

崎の附近とで、あって，大鰻に於て近地々震の所謂異常震域地方とは一致しない

のは注目すべきである。之等三種の異常震域を封ょとし，之等を相補足して考へ

るととにより異常震域の有する地殻構造的意義が一層明らかとなるであらう。

倫ほ石川氏は氏の「異常震域〔第二報)J中に於て「遠地々震の場合」なる項

目を以て近地々震に劃する異常震域地方に於ては遠地々震に劃しでも亦最大加

速度が大となるととを述べて居られるが，とれは本文に所謂異常震域とは全く

具る見方によるもので、あれ従ってとの雨者が一般に一致したいととは問題と

するに足らない。寧ろ結果に於て石川氏の最大加速度より求められたる異常震

域地方は人身感受によって定義される異常震域とと ~K云ふ遠地々震の異常震

域とを重ね合せたものの如ぐえにつてゐるのを見るととが出来る。

2. 調査の方法調査の方法を克明に記せば、次の如くである C 先づ昭和10年

各月の杢園地震調査原簿より主として震央決定の際除外せられたる地震を拾び

出しF それを観測せる観測所名と観測値とを拍き出して之等の地震のみの表を

作るO か Lる地震の総数が 7L同あったo :;たに之等を気象要覧と封比しF 明ら

かに観測或ひは報告の訣りと思はれるものは之を除き，共の残りを Pasadenaの

地震報告と比較照合して，議震時の符合せざるものに就き，下記世界各地観測所

Peichiko， Zi-ka-wei， Hong Kong， Batavia (Medan， Amboina及

Malabarの報告を合む)， Sydney， Melbourne~ 'Wellingもon，Union 

Geo::i.esique and帯 Geophysique(批rasbourg)(Ohiufeng.及 Manila

の報告をも合む〉。

の報告と封土として，杢然ーケ所の観測も友きものは，特に震央の容易に見営の

付くものでない限れ観測の談りか或ひは小規模の近地々震なりとの見解のも

とに棄てた。斯くして最後に残った地震の線数は 43同で、あった。之等を別紙.

に移しF 先づ之に Pasadena及び共の補助観測所の観測値を書込み，之と我図ー

の報告とによって震夫の大韓の見賞を付けるO 共上で上に記した所の世界各地

観測所中との震夫の附近に在る観測所の観測値を書込む。かくして震央決定に
ーを

(1) Tinemaha， Haiwee， Santa Barbala; Rivetside， Mも.Wilson、;La Jolla. 
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出来る丈けの材料を集めてから一々の地震に就き震央を定めて見た。其の分布

は第1闘の如くたにる。之等の地震の大部分は小地震であるから，各地の観測も

不十分のものが多く，共の報告中に震央距離の輿へられてゐるものは極く僅母

で，市も夫等も結果より見て正確で、ないものが多く j 震央の決定には可成りの

困難があった。従って得られた震央の精度も十分で、ないものが多い。但し 43

個の地震中 UsCoZJ訟共他によって震央の奥へられてゐたものが 11個あ

り(第1表記事欄参jめ，一筆者が賓際に震央を求めたものは残りの 32個の地震

である。圏中轡を以て示されたものは観測個所が比較的多く，震央が可成り正

確には，cpの士 1
0
程度の誤差に於て〉定まったもの，A.を以て示されたもの

は観波別同所が比較的少し震夫の決定に可成りの任意性が存在ずるもので，従

って固に示した震央は従来の経験的知識により多分此庭であらうとの見蛍陀

よって定めたものが多い。叉@を以で示されたものは有感の報告のあるもの;

で，震央も之等の中に在つては最も正確と信すτぺきものである O 命ほ之等の弔

46.06 N， 112刀 W に震央を有するものは 1935年 10月 31日北米 Montana

升IHelena市に被害を奥へたものであるo 叉特に×印を付したものは深夜地震

である O 之等の震央の側には便宜上其の地震の登震月日及び共の地震を観測し

た我図の観測所名を呑競(第2表参moを以て記入して置いた。

かくて震央及震源、の深さが定まればp 震源に於ける護震時を定めるととが出

来，一つの地震の存在を云び表はずに必要且つ十分の係件が得られる。之等の

結果を纏めで第1表に示す。同表には之等の他p 夫々の地震を観測せる我図の

観浪腕庁及び観測せーし初相，観測所の敷F 共他注意すべき事項をも掲げて置い

た。斯の如くして我園に於て観測された 43個の小遠地々震の貧相が判明し，

之等の観測の根擦が確賓と危うたので，三えに之等の観測に基き種々の観貼より

考察を試みた。

3~.._ 結果 (1)第 1表を基とし，之等の地震を観測せる我圏各地観測所に於

』ずる地震観測j同敷(43同中何同観測したか〉を調べて見ると第2表第3行に示

す如く友れ之を国示すれば第 2 国の如くなる。 ~pち迫分，長野，名古屋，甲

(J.)~:'. UniもedS旬tes.Coasも'andGeodetic..Sur閉まの略ー

(2) JesuiもSeismologicalAssociationの略

f号竜》
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番 震源に於ける護

披 震時 (G.M.T.)
fJJ 

I月 1日4 15時0分43秒8 
O 

1 46 N 

2 1 23 7 58 26 53 N 

3 n 3 2 10 51 45 N 

4 n 4 17 24 59 18 S 

5 n 28 7 10 50 20 S 

6 1II 13 18 36 09 12 S 

7 1 III 18 8 40 20 37 N 

8 1 III 20 8 15 41 51 N 

91 W 13 20 18 51 O 

10 W 18 21 45 08 3 S 

11 W 20 9 36 32 17 S 

12 W 21 7 25 23 4 S 

13 Y' 5 18 44 33 2 N 

14 Yll 18 11 15 15 N 

15 Y 25 2 48 03 12 N 

16 Y 27 31142 3t S 

17 耳目 22 14 51 9 S 

18 'VI 29 6 48 53 18.~ N 

19 V1I 9 o 47 19 17 N 

20 四 9 211 10 17 N 

21 四 9 440 - つ

22 四 9 12 50 27 16.5 N 

~ 毛

入

O 

150 E 

170 vV 
47 E 

178 E 

G2W 

161 E 

25 E 

161 E 

93 E 

12ヨE

]80 

115 E 

128 E 

146 E 

146 E 

179 'V 
164 E 

103.:nv 

115 E 
-'lIS'E 

? 

116.7E 

央

地

千

M ・
月歩

域

アリウシア附j附ン亨近近日島〈ノJノレノ、シi&JJ ト
ノLキスタン
フィジ{島

南米ポリグィア

ソロモン群島南東部

地中j与ロード島附j庄

カムチヤツカ

スマトラ島西方向I

セレペス烏附近

フィジー島

ボルネオ島

ジロロ島附近

サイパン島附近

グワム島

ケノLマデク諸島

ソロモン群島市東部

メキシコ四;q~

南支那潟

町一一ー上

J司上一?(定かならず〉

同 J二
一 一ー一一一一一一一一一一

1 表

記録せし観測所及び其敷 (r)

(括弧内は観測せし:初相) 百己 l1J: 

誼分(P)福島(P)長野(P) 3 

追分(P)長野(P) 2 

踊島(P)長野(P)遁分(P) 3 

長野(P)遁分(P):良時(P) 3 

踊島(P')追分(P') 2 lI=300 km位s震央確かならず l

船津(P)遁分(P)長野(P) 3 震源多少i装きもの L如し

遁分(P)長野(P) 2 
.~ 

追分(P)長野(P) 2 

迫分(P)長野(P) 2 震央確かならず

迫分(P)長野(P) 2 同 J二

追分(P)長野(P) 2 I H=540 km位

長崎(P)
1 ボルネオ島ノマンジヤノLマシンにて

有感
名古昼(P)遁分(P)長野(P) 3 モロアイ島ゲジヤポエラにて有感

遁大誼遁分分分阪((({FPP) )} 熊本(P)前橋(P)

1 

4 

P)長野(P) 2 震源柏、深きもの L如lし

甲府(P)迫分(P)長野(P) 3. 

市1[1戸(む)長崎(L) 2 アカプルコ l三て有感J"S震A央のり及護震表源に於
け春る設蓋震束時は による

名古屋(P) 1 1 '!:宜 ， の1担問リあ
亀山(P)名古屋(P)長野(P) 3' 

名古昼(P) 1 墨東の親測あり

名古屋(P)遁分(P) 2 高対t，恒春，蓋束のj胆測あり
ーーー骨・ー---一一ー一一一 一一一一



(
∞
。
)

呑 震源に於ける登 震 央
記録活!J.lせR内し怯槻]測所及T.F其数 (n)

旗 震時 (G.M.T.) (括 観測せし初相〉 言己 、
事

cp 入 王也 域

四月日9 18時 5分70秒8 
o 

121.5E 1 恒春の観測あり23 22 N 恒 春 71t 名古屋(P)

24 四 12 20 43 5J 17.5 N 123.5E ノレゾン島東方沖 名古屋(P) 1 恒春，高雄，蓋束の翻測あり

25 四 13 o 33 01 17.5 N 125 E i司 上 名古屋(P) 1・蓋東，恒春，高雄の観測あり

26 四 17 o 22 36 53 N 174、vアリウシャン列島
長府野府野(t((FPrP )追遁分分(P))名名古古屋((P) 

3 

27 四 30 5 44 47 8.5 8 121.0E セレぺス島附近 甲 )ffi5hP 昼 P) 4 フローレス島 Yエムパにて有感

28 四T4. 9 36 30 60 N 162W 
アラスカ南げ人西定ら部ずか

長甲 ) )迫分(P)沼津(P) 3 

29 "VIII8 14 21 14 8-1 N 100 E 北極附 な) 2 材料僅少にて震央定め難.L

30 "VIIIl1 19 27 01 10 N 146 E グワム島南方沖 7 

31 1哩I12 1 38 08 4 N  141 E カロリン若手島 4 パラオの観測あり

32 電ill20 23 49 17 18 N 146 E マリアナ~U島 6 

33 lX 4 1 27 42 65 N 152W アラスカ中部
りり 護震H央去=及3に00震よ源るの設震時は USCG8の

34 IT 19 19 56 10 13 8 70、v南米ボリグイア ffi分(P')甲府(P')長野(P') :3 I H=300 km，震央確かならず

35 lX 20 13 06 52 2.5 8 J42 E ニューギニア北714
鹿ffi分児(島P市)甲)前府1(喬13(jMii高)島皆(口P()M水?) 

ミり》

36 lX 24 5 01 23 1 8 139 E 
同パノしノ、上シ湖附泣 くト

4 パヲォ，ニ花ア蓮島港ホ，墓北のデ1イ!晃測ありニユ
洋(P) ーギ ラン アにて有J謀

37 X 8 9 19 56 45 N 78 E 
ノレキスタンく〕1 

名古屋(P)迫分(P)長野(P) 3 
38 X 31 18 37 08 46.6 N 1l2.0W モンタナF・H(~t米〉 長野(P)

1 噌シタ護及ナ及州震震σ合源内時レ衆のナは護園11U震北被S時C東害Gta部あJ日Sり目A，帯震護のl設央表二丈表且有tにニよよ震感る。源の

39 x[ 1 6 03 35 46.6 N 79.3、vカナダ南東部 示111戸(M) 13 カ震ナ央ダ ， 
40 xr 6 12 31 12 8 N  126 E ミンダナオ烏附近

長橋遁週宮父崎角{崎分島P、t山{(()FPFP名町)}T)古繭踊i)E仁屋分晶島1I{(((lPPFPls)) )}S甲名日府古)大(屋P印(}S前(L) ) 
41 xr 26 12 58 25 18 N 150 E マリアナ列島 5 

42 x[ 26 18 33 14 7 N 94 E スマトラ島北西沖 4 震央はマニラ観測l所D護表による

43 XII19 1 00 18 23 N 142 E 硫黄島附近 2 父島の糊測るり

V， 



第 2 表

番
翻測所 |観同地震教測

7ηn 

nエ=1m7Zn 

観測せる初相

銃
S P 其

CP'll S I L 1M 
イ也

同同 問問向 同!司悶 悶悶悶同

1 遁分 29 11 1UI ]~I 41 11 11.34 0.264 二υ

。- 長野 23 ]1 71 1]1 21 11 1 8.98 0.209 221 

3 名古昼 1i 5 I 6 2 1 ] 11 8.51 0.198 15 2 

4 福島 8 ‘2 2 2 1 11 2.51 0.058 8 

5 甲 府 8 ::: 、 。戸 1 1 11 2.01 0.047 8 

6 長時 4 1 1 1 1 2.08 0.048 3 1 

7 前橋 4 1 1 1 1 0.95 0.022 2 1 1 

8 制I 戸 ，。咽 1 1 1.50 0.035 1 1 

9 替口 。- 1 1 0.83 0.019 1 1 

10 三島 2 1 ]1 0.31 0.007 1 

11 京披 1 0.50 0.012 1 

12 身庁 i'ft 1 1 0.33 0.008 1 

13 亀山 1 1 0.33 0.008 1 

14 沼津 1 1 0.33 0.008 1 

15 鹿児島 1 1 0.008 

16 父島 1 1 0.33 0.008 

17 大阪 1 1 0.25 0.006 

18 熊本 1 1 0.25 0.006 

19 水津 1 1 0.25 0.006 ] 

20 イ二 )11 1 1 0.25 0.006 1 

21 プ三時 1 1 0.25 0.006 J 

22 宮崎 1 1 0.25 0.006 1 

-23 宮 山 1 11 0.14 0.003 1 

24 横 演 1 1 0.17 0.004 1 

一
音十 9 (12) (14) (5) (1) (1) 叫制O 1.000 97 8 1 

(註〉 事括弧を施せるは皐なる計に非ずして夫々の ηに於て観測されし地震の貨同数

府等本州中部地方の観測所に於ては同数最も多く，幅島，長崎，前橋等之に尖

ぎ以下総計 24ケ所の観測所で1同以上を観測してゐる宅ら之等の中 4同以上を

観測せーる観測所を含む地域に斜線を引いて見ると園の如く友る。

(2) 第 2園に記入せる数字は観測同教共偉であるが，三たには一々の観測に

( .31 ) 



第 2岡 各地視測所;〆こ於ける地震観測回数 「重み」を付けた結

果を作って見る。

印ち例へば1ヶ所

のみで観測した地

震と 2ケ所で観測

した地震とでは，

前者の方が観測の

「重み」が太であ

ると考へられるの

でF 仮りに一つの

観測の重みを共の

地震を観測した観測所の数(第 1表仰の項〉の逆数を以て表はすこと Lし，

第 2国の観測同教の代りにか Lる「重み」を付けた同教を以てするとと Lずる O

第 2表には仰の色々の値に封ずる各観測所の観測同数を掲げた。今或る観測

所 の同zに封ずる観iJ!1J同教を叫とすaればァ「重み」を付けた線同教は会タ

を以て表はされる。同表には各観測所のとの値が該雷する項に掲げてある O と

のイ直の有つ意味は， 43個の地震を依りに 1個の観測所丈けで感十るものと仮定

した時F 共の中のイ可個を各観測所が観測し得るか，といふのであるO 依って今

第 3 困異常度 S の分布恒~ (数字は 1008を示す〉

( 32 ) 

之等の数値を 43

を以て除すれば、F

1同の地震があっ

た時各観測所が共

虎だけで感じ得べ

き確率を示すもの

となる。との値を

以て各観測所の遠

地々震に封ずる感

度を示すーっの準

挨と見倣し得るで



あらう-。或は之等の観測所によって代表される地方を遠地々震に封ずる異常震

域とする見方より云へば，との値は~pち犬等の異常度ともいふべき量とも見倣

し得るo 今との値を Sと表はせば，第3闘は各観測所の Sの値を%で示したも

ので、あって， ~pち第 2 固に比し一層精密なる結果を奥ふべきものであるコ之等

雨園により迫分y 長野，名古屋，稲島p 甲府，長崎等は他に比し大なる異常度

を示すととが明かである O

(3) 各観測所の仰の種々の値に封ずる mnの値は第2表に示す如〈友り，共

の%に封ずる変化の模様は観測所により色々であるがy 概して n=lより n=4

までの伽%が n=月以上の犬等によ七し大であるO 同表「計」の欄中 mi1， の項に示

第 4同 nの頒度!回線

?
υ
κ
υ
d
u守

時
間
度
!

す所のものは草たる rnnの計ではなく，夫を"を以

て除したもので、あって，印ち仰の 1より 7までの

他の各々に於て霊目測された地震の数を示すものであ

.る O 換言すれば第1表に示す所の nの頻度である。

之を園示すれば第4聞の如くなる。 n=lより 3ま

では比較的緩やかに増加し，それ以土に於ては念激

に減少してゐるO 即ち 3ヶ所位で観測される地震が

最も多く，それより多数の観測所に於て観測される

ものはすτっと少いことが解る。但し曲線のとの傾向には速に地球物理撃的の意

味を附け難いもの L如く思はれる O

(4) 第 1表に示す如く各地観測所に於て観測される初相は大部分 P である

がy 其他のものも若干ある O 之等を P(或は P')，S，L，M 等の相に分けて纏

めれぽ第ヨ表所載の如く友り総数に於ては P を観測せるものが大多数を占め

てゐるととが解る O 此の顕著えに結果は吾々に些か意外にも思はれる所である

が， I相の認め易さ」といふ僚件を色々考へて見ると現在の地震計が例へば共の

固有週期，記録園筒の廻縛速度等に於て P を最も認め易い様に作られてゐる

といふととに落着きはし友いかと思はれる。事責外園の観測所には Lや M の

み報告してゐる所も可成りあるのである O

(5) 然らば P，S等の如き比較的早い方の相を観測IJ.した観1JIIJ所に於て L，:M 

等の遅い相をも観測し得たか否やといふに，とれは火の線震勤時間の頻度表
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額 M

度〆6

4 

2 

保 5悶 5観測所に於ける糖、震

勤時間の顕度曲線

。LL--~..，一一ーーー-'_-1_~三亡二三"""乙:二二二1

(第3表(1)及 (2))及び第5園の

頻度曲線を見れば大九見嘗の付く事

柄であるO 先づ第3表(1)に示す 5

観測所の 1分毎の頻度(第 5国参J!の

及び共の千均値を見るに， 3........4分に

頻度の最大があり，其の前後に於て

は急:激に減少して居わ質際に総震

動時間 10分以上の観測は極く少数

o I 2 J 4 .j 6 T 8 9 /0 11 ，.} /J /4ノS /5 汀 f剖

総震動 時間

である O さてlVIacehvane の走時表によれば P~L の時聞が 5 分と在るのは震

央距離約 190

の所であれ 10分と怠るのは約 350

の所である。然るに之等の

観測の大部分は更に遠い地震に封してたされたものである。依って，Lや Mは

観測してゐたいといふととが出来る。之に封し観測同数4同以下の観測所の総

震動時間の時間別の頻度をとって見ると第 3表 (2)の如くたわ前の場合に

第 3表(1) 5観測所に於ける糖、震勤時間の 1分毎の顔度及平均値

現 iJlIリ 所 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 分 5-6 6--:-7 7-8 8-9 分間分 分 分 分 分 分 分

分
向 同 同 同 同 向 同 同

遁 7 7 7 ヨ 3 2 一
長 里子 4 5 7 1 1 1 

名 古 屋， 1 2 -‘~ ‘ふ~ 白..， 1 

百品 島 1 ] 貝3、 1 1 1 

甲 府 2 、B 1 1 

一
計 6 17 19 12 6 6 4 4 

観 調j 所 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 !ゴ!ぞ72
16-17 平均値

分
分同 ・分同 分向

分
分悶

同
4分0秒7 遁 5) 、

長 聖子 1 1 一 1 一 4 43 

名 古 屋 1 1 1 1 614 

si耳 島 一 一 4 55 

甲 !苛 一 一 1 
54手

52
1 

言十 2 l' 1 1 一 1 1 1 5 10 

(註) *は平均値の平均
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賞~ 3表(幻 視測同数 41司以下の観測所の穂震勤時間の時間別頒度

(括弧内は初相〉

観測所 5-6 分 6-8 8-10 10 -20 20-30 30-40 40-6分0 
分 分 ラト ラト 分

I司 同
l(P) 同 1 (L同) 

悶
三(P)昭

同

長崎

前橋 1(P) HP) l(M) 

神戸 ゴ(L，M)

昔 日 1(1)) 1，M) 

a三 島 l(P) l(S) 

京城 l(P) 

制対E l(P) 

重量 山 l(P) 

沼津 J.P) 

鹿児島 a

1 (S) 

父 島 J(F) 

大阪 I(P) 

熊本 I(P) 

7!( 埠 l(P) 

仁川 j.(SSS) 

大丘11

一日i 〓…可

需rJl 1 (S) 

横 t1:ミ
' 

'j'jt 11 ~15 21 1 2 3 4 1 正3・ 2 

は17分以上はなかったのに反 L，とれに於ては然らす [0分以上にも及ぶも

のが 2同もあれ全館として線、震動時聞が長い。とれは一般に異常度のノj、友る

観測所に於ける通有性で、ある様に思、はれる 0' 叉線震動時開 10分以下のものと

それ以上のものとを封比するに， 10分以下に於ては初相が P の場合が大部分

で， sの場合が 3同あわ Lや M は1同もたにいのに反し" 10分以上では S，

L，l¥f等が大部分'を占めてゐるのが著しい封際的危傾向で、ある O

、(6) 以上主として観測結果に就き統計的方面より考察を試みたがy 更に今一

つ筆守が本調査の主左る目的のーとしてゐる問題は，各観浪!所が感、宇、る地震の
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震央に地域的の特性が存在す石や否やである Q 之を見る魚め第 1国の震央には

特に傍にそれを観測した観測所をも番競(第 2表参Hのを以て示しておいた。

之を見るに寧ろか Lる特性はないと云ふととが出来る様である。たビ名古屋が

恒春南方沖より支那海に渉る地震に特に敏感であるととが覗へる位のものであ

って，ll1t分ァ長野.幅島，甲府等は特に或る特定の地域のもののみ感十るとい

ふととはなく，何慮のものでも感宇る様であるo ~pち震央に地域的特性も方向

性もたい。との結果は弐のととを暗示するo ~pち「異常震域が遠地々震に封し

敏感であるといふととは主として異常震域地方の地盤の性質中方向性を除く J他

の性質に関係し，一般に地球内部の物質の差異及び観測所の地盤の方向性には

無関係である」。

4. 考察と吟味 一つの地震を互に震央距離の差異の小たる多くの観測所中

或る観測所に於ては観測し他の観測所に於ては観測したいといぶ現象に就き考

察して見るO 遠地々震に於ては震波は地殻表層の均一性を仮定すれば何の観測

所にも略主同様のエネルギ{を以て到達すると考へられるから同様iて観測され

てよろしい筈であるが，是れが事責は或る特定の観測所のみに於て観測される

といふのである。設に於て吾々は「観測可能の僚件」どいふととに想到するO

而して験測は地震記象紙により行ふものであるから，該僚件として吾々には，

第ーに地震記象が吾々の限に認め得るものであるとと，第二に験測者が極めて

小友る地震でも観測し得るとと，の二つが考へられる O 第一の依[[1二は更に之を

仔細に観ると大九弐の四フに分れるo (1)地動其物の振幅が大であること， (2) 

地動の週期が波の認定に遁営であるとと， (3)脈動共他記象紙上の慶信Lが小な

るとと， (4)地震計の性能の優越。之等の依件はその性質上より次の二種に大

別される。 ~pち共のーは本問題に関する限り観測所の未知友る性質を含むもの

でy 第一僚件の(1)及(わが之に属する。他のーは観測所の既知友る p 或ひは

本問題とは直接関係なき性質を含むもので，第一候件の (3)，(4)及び第二僚件

が之に麗ずる O 調査の合理的危る順序としては先づ後者の既知なる佼件を吟味

し， (1) 及 (2) の僚件に依らす~jt， 之等のみに土って「験測可能の僚件」がす子

分満足されはし友いかといふζ とを調べて見る必要があるO 本調査に於ては先

づ斯る吟味を行ひ'，' Cl)及よ2)に就ての略味は穣報に於て行ふ積りであるO
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脈動其他記象紙上の擾語L先づ脈動以外の擾乱として一般的なるものは観

測所附近の特殊の微動或は頗護地震等で、ある。我図の観測所の中，此種の影響

を受けてゐる所は極めて僅かで、F 例へば迫分の火山性微動，和歌山の頻護地震

等の如きであるがy 之等の地方で共の援筒Lの矯め他の地方に比し地震観測に差

支える様友ととのたいととは，追分が今同調査の小遠地々震を多く観測してゐ

るととからも知れるし，叉近地々震に際し特に之等の観測所で記録が援され

勝ちであるといふ様なとともたいのでy 此の影響は考慮に入れる必要は友いと

忠はれるo:::えに脈動で、あるが，之に陳ずる従来の調査研究は可成り豊富にある

けれ共j多くば或る一つの観測所に於ける調査であって，我圏各地観測所に於

ける脈動を庚く調主主したものはない様に思はれる。本調査の魚めには我園各地

の脈動の模様を横観的に知るととが必要で，更に厳密には第 1表に拳げた 43

佃の地震の設現時に於ける各地の脈動の他を比較するととが最も正しいのであ

るがy それを今一々調査するととは不可能に近いので，と Lでは幸ひ昭和 10

年中に起った弐の 5同の地震に際し金園より蒐めた記象紙のあるのを利用し，

A，昭和 10年 4月 15日 20時 15分 飛騨深接地震

B. 4月 21日 7時 02分 新竹塞中雨州烈震

c. 5月 31日]7時四分 日本海中部深護地震

D. 7月 11日 ]7時 24分 z何tげ日さr 同 5員 ぷ1茸5三主予

E. 12月 ]4日 10時 49分 南米アマゾン河上流j架設地震

それによって全圏各地の脈動の模様を同時的に調査L，之を以て不十分乍ら本

依件の!吟味に封ずる資料とした。之等の記象祇上より脈動の振幅と週期とを調

べたのであるが，同時調査の時刻としては之等5同の地震の直前をとった。地

震を利用すれば刻時符披の時刻も刻時用時計の補正値も全然知ら友く共，記象

紙上で全園田各ょ同ーの時刻を指摘し得る利黙がある O 脈動の振幅，週期共に 1

分乃至2分の間で平均の値を譲取った。第4表は験測結果を示すものである O

週期の測定は一般に困難であるがy 共中でも特に不規則性が著しく，卓越週期

がー見不明のものは「不」なる略読を以て示して置いた。文拡幅小なる~め週

期の詳しい敷イ直は求め難いが，特に週期が長い或は短いごとの知れるものは夫

:々「長」或は「短」の略放を以て其旨を表はして置いた。更にと Lでは脈動のe

振幅の各観測所k於ける相封値を必要と:するので，共魚め相封振幅なるものを
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第 4 表 各地に於ける脈動の振幅相0f.J-イ直と其の週期

相 主す 振 q百 週 期(秒)
観測所

A B C D E :zp.;t句 A B C D E 

一
仙 蓋 一 0.8 0.0 0.4 0.4 2.5 

繭 島 0.4 0.0 0.0 0.0 0.1 2.6 一 一

柿 同 O 。0.0 0.0 一

i31; 子 0.9 0.8 2.7 0.4 1.2 不 ーー 不 2.4 不

主E圭司3 1奇 2.8 0.8 3.6 :>.1 Eム~.rけ) 4.4 不，短 不 3.7 

品回ι目 橋 0.2 0.0 O 0.8 0.3 4.0 3.9 

東 ム刀工 1.2 3.1 ~・5 2・・i1 3.9 2.9 ー不，長

八丈島 3.9 2.4 6.9 7.3 2.9 4.7 4.3 不 2.6 3.3 不

父 、島 4.8 0.0 2.7 ].3 2.2 4.2 3.3 4.6 

一一ー 島 O 0.8 0.4 0.4 一 3.2 一不

長 里子 0.7 O 0.0 0.9 ].2 0.5 4.1 一長 2.1 

甲 府 0.9 0.0 ].2 0.7 3.2 一 3.3 

御前崎 3.1 ].8 1.3 2.1 2.1 3.3 弓ミ

潰 松 2.4 0.8 0.9 1.り ] .3 不 2.2 2.9 不

輪 島 1.7 3.6 2.3 0.9 5.8 2.9 存ミ 不(0.8) 不 不(1.0) 不

富 111 0.7 ー.0.8 2.9 1.5 3.8 一 3.9 

岐 阜 0.2 。 0.0 0.1 4.2 

名古屋 O 0.9 0.4 0.4 2.6 2.31i 

亀 111 0.0 0.8! o.a 2.9 1.1 一長 4.0 

尽 者五 0.2 O O 0.0 0.1 凸44.Ft ー一ー ー一一_1'

潮 曲甲 1.1 1.2 0.8 0.0 0.4 0.7 4.0 長 一長

聾 岡 O O O 0.0 0.4 0.1 一 3.4 

訓 本 1.2 0.0 0.0 0.4 0.4 一 一

高 全日 0.2 0.0 0.0 O 0.4 0.1 3.8 一

民 島 O 0.0 0.0 0.0 

演 問 0.2 O 0.0 0.4 0.1 長 5.0 

福岡支墓 一 0.0 0.9 1，2 0.7 一 2.7 2.9 

長 崎 O O O 0.0 0.0 

宮 崎 0.7 0.0 0.0 0.0 0.4 0.2 不(3.2) 不

イ二 )Ij 一 O O 0.0 0.0 一

(fi，t) 不:不規則，長:長週期，短:短週期
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定義し，之を求めて該嘗する項に掲げて置いた。此庭に定義せる相封振幅とは

観念上よりは，或る時刻に杢図到る所で測定せる脈動の振幅の千均を以て注目

せる観測所に於ける振幅を除Lたものであってァ I3Pち脈動の振l隔を A，相封
IJAdS 

拡幅を出を以て表はし，叉地表上の面積を S を以て表はせでばFα=Ar~~~=
AS 

一一ーと定義さるべきものであるが，事責之に依て求めるととは不可能であるf AdS -， --.--- ~ - - - --， - - -'T~A AN 

のも観測所の数を N とし近似的にα=Aj-; =瓦により求められるもの

とするコ同表相封振幅の項は斯して求めた出の値を示したものである。或る観

測所に於ける振幅の値はーーの地震により可成り異つてゐるがF 相封振I幅をと

れば可成り一致した値が得られる。かくて 5同の地震に於ける相封振幅の千均

値を 3同以上材料のある観測所のみに就てとって見ると同表に示す如く友れ

叉之を国示すれば、第6国の如

く在る。千均相封振幅の得ら

れた所は 30個所で其中小遠

地々震観測同数 2同以上の所

は太字の7倒所である O迫分，

紳戸及管口は材料不足の矯め

千均相封J則iEが求められなか

った。之等の所は後程調査す

る積りである。先づ第4表及

び第5固により相封振幅の分

第 6圏各地に於ける脈動の平均相!fJ振幅

;(fjを見るVC，概して異常震域に於ては周聞の観測所に比し共の値が小さいと言

へる。併し乍ら中園四園地方は一般に極めて小さく異常震域地方よりも更に小

である。ヨたに脈動の週期であるがy とれは地震の週期との相封的の値によって

評債さるべきものであって，一概には言ひ難いがy 脈動の中よりノj、地震を見分

け得る矯めには (1)脈動の週期と地震の週期とが可成り異るとと，而して前者

が後者より長い方が短い方よりも認め易いのは勿論である， (2)脈動の週期が

不規則でないとと，等が必要である。けれ共或る観測所に於ける地震波の週期

と脈動の週期とは普通濁立の・ものとは考べ難いので(1)の依件を深く追究する

ととは困難で、ある。筆者の遠地々震記象紙を験測せる浅ゃ経験よりすれば「認
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あ易さ」は脈動の週期の長短院は殆ど関係せす"，それが規則的であるか否かに

マよって穴に左右される様である。脈動の不規則な所で小地震の験測が困難なと

とは勿論明らかなととであるが，か Lる観測所で特に著しいのは普通に知れて

ゐる如く叉第4表よりも解る通わ銚子，宮崎，輪島， 八丈島等であって何れ

も異常震域ではなし異常震域では概して週期も好僚件を示す様である。

以上を綜括し弐の如く云ふととが出来る:1異常震域となβ観測所に於ては共

の附近の観測所に比し脈動によって地震観測を妨害される程度が少いJ。との結

果は本調査の結果求められた異常震域と友るべき地方の限定性を弱めるもので

ある。依って異常震域は此庭に求められた地方より或は蹟大するかも知れな

い。共の範園を精しく定めるには更に詳細な調査を必要とする O

ii 地震計の性能の差異 地震計・の性能特に倍率y 迦期等の差異が小地震の

験出に如何に影響するかを定量するととは可成り困難である。例へば倍率の高

いととが小地震験出上有効で、あるととは嘗然考へられる所であるが，倍率を

高くすれば脈動共他の援飢も亦それ丈け大きく記録されるので，か Lる援筒Lの

全然ない所で験出度が倍率に比例して増すその増し方よりも援筒Lのある所での

増し方の方が小さいと考へられるつ叉国有週期の長いととも験出上良効果を粛

すものでないことも容易に解るコ要は共振する位の週期にして置くのが験出上

は最も良い諜である。同様に制振度，摩擦係数等の影響を定めるととも困難で、

ある。、念の矯め第 5去に具常震域地方及び金図各地観測所で主ιLτ之によ

って験以l陀行ってゐる地震計り常数を掲げる。特に記したもの L他は凡てウィ

F ヘルト式地震計の夫である O 此の表を見るに特に異常震域地方で常数が効果

的であるとは云ひ難い。従って異常震域出現の原凶が之に在るとは考へられな

い様である。

第 5.去 槻 測 同数 2同以上の硯測所及我凶各地観測所の地震計

~~ìft数の比較(主として昭和 10 ，!rf. 5月の調査による〉

:測;llι(111日日
地震計

(下記以外は凡てウ式)

* 
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南北動一大森式地動計
][ -[.，東西勤一大森式微動計



倍 率 週期ぐ秒〉 制振度 ま血 震 計
観測所

〈下記以外は凡てウ式〉N E Z Z N E Z 

1uI 蓋 78 82 70 5.6 5.9 4.5 5 7 6 

蹟 島 76 82 74 4.6 4.4 3.7 10 10 10 

筑波山 92 84 75 5.6 d.8 .4.3 6 4 戸d 

八 丈島 110 110 80 .5.0 5.0 4.3 4.5 4.9 5.6 

父 島 75 72 41 5.0 5.1 3.5 5.6 5.5 3.1 

前 橋 87 88 73 5.0 ー5.0 4.0 7 6 9 

身母 津 73 77 70 4.0 4.9 3.9 4.7 4.2 2.8 

一一一 島 80 80 80 5;0 5.0 5.0 6 6 6 

甲 府 67 67 751 4.0 4.0 3.5 5 5 5 

漣 分 100 100 一 9.6 12.0 JI - 大森式徴動計

長 野 72 76 52 4.0 3.9 3.9 1.8 2.0 1.9 
， 

松 本 20 20 5.9 5.3 11 - 簡 車 徴: 動 百it_ 

飯 同 50 50 一 7.0 7.0 2.8 3.0 筒 Y存 徴 動
一・ 、

演 松 751 75 60 4.4 4.4 2.5 5.0 5.0 2.8 

宮 μ! 100 85 80 -4.7 4.0 ヌ3 4 2 4 

名古屋 96 95 80 4.8 5.0 3.5 8 8 8 

l民 ljl 117 117 64 3.7 3.7 5.5 5.5 3.7 6.6 

大 |波 80 80 80 4 4 41 3.7 3.7 3.5 

事申 戸 118 112 86 4.4 4.4 4.1 。01 0。 。。

TI司5・ 全日 77 78 75 5.3 5.3 4.0 5.0 5.0 5.0 

演 同 80 71 64 5.1 5.0 4.9 5.8 5.7 4.3 

H・、~、. 本 84 78 62 4.2 4.0 4.2 6 5 5 

長 崎 84 81 87 4.4 4.4 3.4 2.5 2.5 2.8 

仁 }JI 96 94 70 5.2 5.3 5.2 3.4 3.6 2.7 

皆 ロ 一 一筒 ←型fi 徴 動 言十

大 連 86 85 2.8 2.5 2 。~ 一

名 瀬 81 81 72 5.0 5.0 4.5 7.8 7.9 6.3 

墓 ~t 64 69 71 5.4 5.4 5.0 6 9 

iii 観測者が十分小なる地震をも請取り得ること 之は重要僚件のーである

と考へられるがァとれを定量し得る方法は一寸なし叉賞際我図に於ては観測

所により別段甲乙は友いものと思はれる。とれは結果を見ても云ひ得るととか

も知れたい。

( 4王、〉

，〆



5. 結語 以上昭和 10年の材料によれ我閣に於ける小遠地々震の観測同

数より我図に於ける遠地々震の異常震域を定め，之にまfする吟味の一部を行っ

た。

~p ち本州、l 中部，稲島p 長崎等の各地方は我図に於ける他の地方に比し小遠地

々震の観測同教が一層多数であるととを示し，ずくで、新の如き結果が如何なる原

因に基くかに就き，考へ得る種々の因子を皐げて考察を試み，果して如上の各

地方が遠地々震に封する異常震域と稀し得るや否ゃに就き検討を加へた。共の

結果，か Lる異常的観測が注される原因の一部は，脈動による援霞Lが如上の地

方に於ては他に比し比較的小たるととに在るやも知れやとの疑を生す=るに至っ

たがy 然し例へば中園四園地方の如きは更に脈動が小なるにも拘らす=異常的観

測は殆どなされてゐないといふ事責は此の疑問の反詮を奥へるものと思ばれ

るO

かくて如上の地方が遠地々震の異常震域と稽し得ぺきととが略よ確かめられ

たがァ更に筆者は之を他の年に於ける同様の調査，或ひは各地に於ける遠地々

震の振l恒の比較等によって攻究する積りであるコ

fなほ此庭に奥へた異常震域地方を重力分布の異常， P波の停播異常等の固と

比較して若干の相闘を認め得るがp 之等に就ては凡て異常震域を確定して後研

究するとと Lする。

移りに臨みァ本調査に際し親しく御指導を仰いだ岡田墓長及本墓地震掛本多

博士其他掛員諸氏に深甚の謝意を表する。

(昭和 12年 3月 28日，中央気象蓋にて〉
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